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―「にほんご わせだの森」の事例から― 
 
上田 桂子 
要 旨 
「にほんご わせだの森 1」は、早稲田大学大学院日本語教育研究科の実践研究科目 2
の一つである「日本語教育実践研究（1）」の教育実習クラスとして、大学院生らが作る
地域の日本語教室である。本稿では、筆者が 2017 年度秋学期に実習生として参加した
「わせだの森」の実践活動を報告する。実践で目指した教室は「わたしの「伝えたい」
をみつける場所―Discover my word」であった。本稿は「わせだの森」の実践の全体像
を示し、参加者 A さんの語りを通して、2017 年秋の「わせだの森」の活動は「わたし
のことば」を見つける活動であり、それは自分らしさを見つけるということであり、活
動には、信頼できる他者の存在、対話が起こる仕組みと「わたしのことば」で表現する
自由を保証する場が必要であったことを提示する。  
キーワード 
わたしのことば 信頼できる他者 対話 自分らしさ わたしのことばで表現する自
由の保証 
1．はじめに 
国際化の進展により日本に在住する外国人が増加する中、地域に在住する外国人の背景
も多様化しており、地域の日本語教室に通う参加者も様々である。「わせだの森」の参加者
も、日本語母語話者、非母語話者、成人、年少者、学生、社会人等と多様で、国籍、母語、
性別、年齢や職業は問わない。参加したいと望むならば、いつでも誰でもが参加できる社
会に開かれた「場」になっている。しかし実際に多様な背景をもつ参加者に直面したとき、
日本語教育はどのように展開していけるのか。「わせだの森」の実践はこの問いかけから始
まり「地域」と「日本語教育」をめぐって、院生が自ら考え自ら実践を組み立てていくこ
とが課題となっている。 
筆者は地域に在住する外国人が自由に日本語で対話する場、自己表現する場が少ないの
ではないかと感じていた。「わせだの森」では、その多様性を活かして、参加者が自由に考
え、表現できる場を作れるのではないか、参加するひとり一人が自分の大切にしている価
値に気付き、自己表現を通して他者と関係性を築き、自分らしく生きることを支援できる
場がつくれるのではないかと考えて、受講を決めた。 
本稿は、筆者が参加した 2017 年秋の「わせだの森」で筆者らが目指した実践とはどの
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ようなものであったか、どのような特徴があったのか、その結果どのようなことがおきた
のかを参加者 A さんのエピソードとともに振り返り、「わたしのことば」を見つける活動
の意味を考察することを目的とする。 
2．実践の概要 
院生らは実践を組み立てるにあたり、コースデザインとして、共通理念の構築、学習者
の募集、教室の環境作りから、教室デザインとしての学習活動の目標設定、教案作成、教
材開発と実施、実施後は対話による内省と課題の抽出を繰り返す。本章では 2017 年秋の
「わせだの森」の実践の概要と特徴について述べる。 
2.1 「私たちが作りたい教室」と特徴 
2017 年秋学期の実習者は筆者を含めて 6 人であった。実践にあたっては、まず授業が
始まる前に「私が作りたい教室」を明文化する事前課題が課される。各自が提出した「私
が作りたい教室」をもとに話し合い、最終的に「私たちの作りたい教室」を決定すること
から実践が始まる。「私たちの作りたい教室」をもとに、各回の実践内容を各回の実践者が
デザインする。自主的な話し合いを重ねて決定された 2017 年秋「私たちの作りたい教室」
は「わたしの「伝えたい」をみつける場所―Discover my word」となった。 
筆者らは多様な背景を持つ参加者ひとり一人にとって意味のある活動にするために、「わ
せだの森」の活動を、日本語の体系的知識やスキルの習得に重きを置くのではなく、対話
を通して自分の伝えたい想いに気付き、想いをはぐくみ、自分のことば、つまり「わたし
のことば」を見つけて伝え合う場を作ろうと考えた。教室の特徴として、いわゆるテキス
トや教材というものは使わず、学校のように教える、教えられるという関係性ではなく、
日本語のレベルに依存しない誰もが参加できるテーマで、「わたしのことば」で表現するこ
とを保証する場を作ることを目指した。 
2.2 教室の概要 
教室概要は以下の通りである。 
期   間：2017 年 11 月から 2018 年 1 月までの 3 ヶ月 
回数・時間：10 回（内 水曜日 8 回 18:30～20:00  土曜日 2 回 15:00～16:30 
各回 90 分） 
場   所：早稲田大学 19 号館内教室及びキャンパス構内 
参 加 者：参加を希望する人。国籍、年齢、職業、日本語レベルは問わない 
そ の 他：参加費無料、1 回だけの参加も可能、遅刻早退も問わない 
広   報：院生作成のチラシ、ホームページや Facebook、メーリングリスト 
広報に関しては、チラシを作成して早稲田大学構内や、新宿区の多文化共生プラザなど、
地域の外国人が集まる場所にもお願いして掲示させてもらった。結果、多様な属性の参加
者が集まることになった。 
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2.3 実践の全体像と検討の視点 
教室の性質上、1 回だけの参加も可能であることから、内容は各回完結とした。各回の
内容は各回の実践者 1 名が企画立案する。しかし内容や進め方は固定的なものではなく、
実施の直前まで実習者全員で組み直して行く。1 回の活動は 90 分で、概ね 15 分ほどのゲー
ム的なアイスブレイクからスタートし、その後 60 分ほどの本活動を行い、最後に 15 分ほ
どの全体共有とお茶会という流れで進められる。その回の実践者がファシリテーターとな
り全体の進行を担う。他の実践者はグループに入って参加者とともに活動に参加する。参
加者は、その時々のテーマに基づきペアやグループになって対話活動を行う。実践の全体
像は以下の表 1 の通りである。 
実践を検討する視点として、第一に、国籍も日本語レベルも多様な学習者が共に活動に
参加できるにはどうしたらよいか、主体的に学び合うためにはどのような工夫ができるの
かといった多様性への視点、第二に、コミュニケーション 3 が起きるためにはどうしたら
よいのか、どのようなコミュニケーションをおこしたいのか、どのようなコミュニケーショ
ンがおきるのかといったコミュニケーションへの視点をもって検討した。 
 
表 1 「わせだの森」2017 年秋 全体像 
実施日 テーマ 内 容 
第 1 回 
2017/11/15 友だちを探そう 
・部屋の四隅ゲーム。自己紹介カードを作り、好きなもの
を選んで、部屋の四隅にわかれて自己紹介をする 
第 2 回 
2017/11/22 気になることば ・自分にとっての「ことば」にまつわるエピソードを話す 
第 3 回 
2017/11/29 
聞きたい!知りたい! 
話したい! 
・身近な「知りたいこと」「聞いてみたいこと」を話して、
他者からアドバイスをもらう 
第 4 回 
2017/12/6 
「きらきら」している私
「どんより」している私 
・どんな時に喜怒哀楽を感じる自分なのかを考え、ことば
や絵にして表現する 
第 5 回 
2017/12/13 今年の一文字 
・「今年の漢字」のイベントを紹介し、自分の 1 年を振り返
り、来年の 1 年を表す自分の一文字を作る 
第 6 回 
2017/12/16 
お正月イベント 
～世界で一枚だけの年
賀状をつくろう！～
・日本の行事「年賀状」について説明をして、年賀状を「送
りたい人」を思いながら年賀状を作る 
第 7 回 
2017/12/20 
「こんなとき」 
どうする？ 
・悩みやアドバイスがほしいことを共有して、自分の経験
や知恵を伝え合う 
第 8 回 
2018/1/10 私を表す言葉 
・自分のエピソードを語り、他者から、自分を表す言葉を
考えてもらう 
第 9 回 
2018/1/13 
わせだで 
オリエンテーリング 
・グループで地図を頼りに、問題を解きながら早稲田大学
構内の名所をめぐる 
第 10 回 
2018/1/17 
10 年後の世界にわたし
たちが残したいもの 
・「わたし」を起点に、10 年後の「日本」「世界」にわたし
たちが残したいものをグループで考え、発表する 
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2.4 第 10 回の活動と参加者 A さん 
本節では第 10 回「10 年後の世界にわたしたちが残したいもの」の活動内容を詳しく見
ていく。次章でふれる参加者 A さんは第 10 回の活動で「信念」ということばを使った。
それは A さんにとっての「わたしのことば」であったのではないかと筆者は考えている。 
では 10 回目の活動はどのようなものであったか。10 回目の活動テーマは「10 年後の世
界にわたしたちが残したいもの」というもので、「わたし」の大切にしているもの、つまり
自己を起点に「わたしたち」の 10 年後の大切にしたいものを参加者全員で考える活動で、
筆者がメインファシリテーターを務めていた。まず「10 年後、わたしが残したいもの」を
ひとり一人が付箋に書き発表する。次に書かれた内容をもとにグループ内で発表し合い、
次に「日本に残したいもの」を選び直す。最後に「世界に残したいもの」をグループ全員
でもう一度考え、グループとして残したいものを考えて付箋に書き出すというステップで
行った。付箋にそれぞれの考えを書き、グループで「これは残したいね」「これはどうして
残したいの？」「本当に心から残したいものは何か」などの対話を重ねながら意見をまとめ
ていく。グループ毎に発表した後で、教室の参加者全員で「10 年後の世界にわたしたちが
残したいもの」を、グループで発表された付箋をもとに、創り上げる。この活動は思考と
言語の活動の基本的な構造をもつ。それは即ち、テーマを自分事として捉え、思考し、他
者に向けて発信する／他者からの様々なリアクションをもらい、内省し、もう一度自分で
考え直して、また発信する／他者との違いを認め合いながら、お互いの意味世界を共有す
る／といった構造である。 
3．参加者 A さんの「わたしのことば」 
本章では、第 10 回の活動で見られた参加者 A さんの「信念」ということばについて、
A さんの語りとともに振り返る。 
3.1 参加者 A さんのプロフィール 
A さんは「わせだの森」の第 1 回から 10 回まで、全ての回に参加している。A さんは
日本語学校で学びながら大学進学を目指しており、母国で大学をでてから働いていたが、
環境を変えたい、何か新しいことをやりたいと思い、日本にやってきた。日本語学校の授
業では日本語の知識や形式にそった会話の練習はするが、自由に話す時間は少ない。日本
語学校の友だちはアルバイトで忙しく、授業後に話すことは少ない。そのため A さんは対
話を求めて日本語学校以外の場で、いろいろな地域のボランティア教室に参加していた。
参加をすぐにやめてしまった教室もあったそうだ。ではなぜ「わせだの森」の全ての活動
に参加してくれたのだろうか。それは A さんいわく、他のボランティア教室にはない「熱
情」を感じたからだと言う。「全ての先生達が心の中で「熱情」を持っている人達。先生達
が一生懸命準備して、熱情的な授業をしてくれた、これがよかったです。」と話す。初めの
うちは日本語を「教えてくれる」教室だと思っていたが、次第にいろいろなテーマで自由
に話せる「わせだの森」に通うことが楽しくなってきたのだと A さんは語った。 
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3.2 「信念」ということば 
A さんは、第 10 回目「10 年後の世界にわたしたちが残したいもの」の活動で、「わたし
の残したいもの」を付箋に書いたが、グループで共有する時に、付箋を共有することを躊
躇した。他の参加者に促されて見せてくれたことばが「信念」であった。「10 年後の世界
にわたしたちが残したいもの」の段階でも変更を加えずに、「信念」ということばを残して
いた。他の参加者が書いたものとしては、「学校」「平和」「愛」「アニメ」などが多く挙げ
られた中で、それとは明らかに違う「信念」ということば書いた A さんのことが筆者は気
になっていた。そこで後日改めて A さんにとって「信念」ということばはどのような意味
があるのかについて、話を聞いた。以下は A さんの語りからの抜粋 4である。 
A さんの転機は大学時代にある。高校時代までは余り思い出す事はないというが、大学
に入り、見る世界が全く変ったと語る。「私の人生の中で一番重要な、なにかが変りました
から。大学 1 年生で初めて哲学、何をしなければならないのか、なにが世界で生きるため
に一番重要なのか、将来何のために生きなければならないのか。」この人生において大切な
テーマを A さんは友人達と夜通し語り合ったという。A さんは世界で何か少しだけでも役
に立てる人になりたい、力の無い人達のために働きたいと強く願っている。しかし今はそ
れが叶わない、そのことがとても悲しいと語ってくれた。「人生で一番大事なものは「信念」。
もっと（日本語で）話すことが出来たら、私は「信念」についてたくさん話したいことが
あります。」と熱く語った。 
今期の「わせだの森」の実践の理念として、筆者らは「わたしの「伝えたい」をみつけ
る場所―Discover my word」を掲げた。筆者らの考えることばの活動とは「わたしのこと
ば」を見つける活動である。毎回のテーマについてただ自分の好きなものや、興味、関心
のあることを話すということではなく、自分がなぜ好きなのか、なぜ興味関心があるのか
を語る事で、背景にある経験や、大切にしている考え方や価値、ありたい姿を自らの中に
明らかにし、「わたしのことば」として言語化するという活動である。A さんにとって「信
念」ということばは、辞書に定義されているような、一般的で固定化した内容の意味では
なく、そのことばが織り込まれた文脈から得られた、大切にしている想いや価値、未来の
ありたい姿が含まれた「わたしのことば」であったと筆者は考える。 
4．「わたしのことば」を見つける活動とは 
「わたしのことば」とは何か。細川（2012）では「「私のことば」とは、具体的な顔を持っ
た個性あるものとして表われる。その具体的な顔や個性とは、人それぞれの人格であり、
人柄である。それらが、表現という形式によって表出すると考える事ができる。」（p. 208）
と述べられている。「わたしのことば」を見つける活動、それは他者との人格、アイデンティ
ティー交渉により、自分の人格、すなわち自分らしさを改めて発見する活動であると言え
るのではないか。しかし、「わたしのことば」を見つけることは容易ではない。そこには信
頼できる他者がいて、対話が起こるような仕組みがあり、「わたしのことば」で表現する自
由が保障された場が必要であったのだ。 
実は A さんは最終回には、名札に記載する名前をニックネームから本名に変えて参加し
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ている。A さんは、参加を重ねるうちにニックネームを使うよりは本当の名前を使って「わ
せだの森」の人々と関係をつくるほうがよりいいのではないかと考えるようになった。参
加を継続することによって、A さんはメンバーシップを獲得し、他の参加者や実践者は A
さんにとって信頼できる他者となり、その関係性のなかで「信念」という A さんにとって
の「わたしのことば」をみつけることができたのだろうと筆者は考える。 
改めて「わせだの森」の活動を振り返ると、その活動は「わたしのことば」をみつける
活動であり、「わたしのことば」をみつける活動とは、自分らしさを発見することであった
と考える。そこには信頼できる他者と対話の仕組み、そして表現の自由が保障された場が
必要であったのである。 
5．おわりに 
以上、2017 年秋「わせだの森」の活動を概観し、筆者らがどのような実践を目指したの
か、参加者の語りとともに実践を振り返り、「わせだの森」の活動の特徴と意味を考察した。 
では筆者にとっては「わせだの森」の実践に参加することはどのような意味があったの
かを最後に述べる。筆者はひとり一人がよりよく、自分らしく生きることをことばの活動
を通して支援したいという思いから「わせだの森」の活動に参加した。しかし参加者の多
様性に直面し、思い描いたように実践することは予想した以上に難しかった。また実践し
ながら迷いや課題が生まれ、これまで無自覚に身についている教育観が何度も揺さぶられ
た。実践を通して筆者は、自身の教育観や、何を実現したくて、どのような実践を目指す
のか、何を大切にしたいのかについて再確認することが出来たのではないかと感じている。 
「わせだの森」の実践には目指すべきモデルはない。実践に関わる人が変れば、目指すべ
き教室も変る。これからもそれぞれの実践が積み重なり、活動に参加するひとり一人にとっ
ての意味のある場として、「わせだの森」が深く豊かになっていくことを期待したい。 
注 
 1 本文中では「わせだの森」という表記に統一した。 
 2 大学院生が履修する教育実習科目であり、日本語教育実践研究（1）～（17）の科目で構成され
る。 
 3 「わせだの森」で使うコミュニケーションとは、活動の前の雑談や、活動後の茶話会での雑談、本
活動でのテーマをもった対話も含むこととする。 
 4 実践報告に例として示すことに関しては許諾を得ている。 
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